
 

GOAL 

極楽ももう午に近くなっ

たのでございましょう。 

辿れ！！ 

 

ある日、御釈迦
お し ゃ か

様
さま

は極楽を独り

で歩いていまし

た 

 

1 マス進む 

御釈迦様はその池

のふちに御佇みに

なって、水の面を

蔽っている蓮の葉

の間から、ふと下

の容子を御覧にな

りました。 

 

 

地獄の底がはっ

きりと見える 

1 回休み 

犍
かん

陀
だ

多
た

と云う男

が一人、ほかの

罪人と一しょに

蠢いている姿

が、御眼に止ま

りました。 

玉のような白い

花は好い匂いを

辺りに振りまい

ています 

しかし極楽の蓮

池の蓮は、少し

もそんな事には

頓着しません 

悲しそうな顔を

して、またぶら

ぶら歩いていき

ます 

御釈迦様は 

一部始終を見ていました 

 

犍陀多は大変な

悪人ですが、ひ

とつだけ善い事

をしました 

（蜘蛛を殺さず

助けた） 

「いや、いや、これも小さいなが

ら、命のあるものに違いない。そ

の命を無暗にとると云う事は、い

くら何でも可哀そうだ。」 

 

御釈迦様はこの

男を地獄から救

い出してやろう

と御考えになり

ました 

1 マス進む 

翡翠のような色

をした蓮の葉の

上に、極楽の蜘

蛛が一匹、美し

い銀色の糸をか

けて居ります。 

 

 

御釈迦様はその

蜘蛛の糸を手に

取り、地獄の底

へ下ろす 

こちらは地獄の

底の血の池で、

ほかの罪人と一

しょに、浮いた

り沈んだりして

いた犍陀多でご

ざいます。 

地獄の特徴： 

・真っ暗 

・恐しい針の山がある 

・墓の中のようにしんと 

静まり返っている 

 

犍陀多は、遠い

遠い天上から銀

色の蜘蛛の糸が

垂れてくるのを

見つける 

犍陀多は、早速そ

の蜘蛛の糸を両手

でしっかりとつか

みながら、一生懸

命に上へ上へとた

ぐりのぼり始めま

した。 

 

「この糸を辿っ

たら地獄を抜け

出し、極楽まで

行けるかも」 

1 マス進む 

 

 

犍陀多疲れる 

1 回休み 

 

 

他の罪人も自分の後を追って蜘

蛛の糸を辿ってきていることに

気が付く 

「こら、罪人ど

も。この蜘蛛の糸

は己のものだぞ。

お前たちは一体誰

に尋いて、のぼっ

て来た。下りろ。

下りろ。」 

ぷつり 
 

蜘蛛の糸は切

れ、犍陀多まっ

さかさまに落ち

ていく 

8 マス戻る 

後にはただ極楽の

蜘蛛の糸が、きら

きらと細く光りな

がら、月も星もな

い空の中途に、短

く垂れているばか

りでございます。 

START 
『蜘蛛の糸』は 

芥川龍之介による短編小説。

初出は 1918年に 

発行された雑誌です。 
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マークのあるマスは本文

の引用です。そのマスに

止まったら、犍陀多 

（または御釈迦様） 

の気分で文章を読 

んでみよう！ 


